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2021  年頭のごあいさつ

特定非営利活動法人  福祉オンブズおかやま　

理事長　髙﨑　和美　

　「明けましておめでとうございます。」の言葉もややためらわれるようなお正月でしたが、

皆様はいかがお過ごしでしたでしょうか。

　昨年の福祉オンブズおかやまは、コロナのため総会は役員だけが実参加の書面方式、秋

の相談員養成講座は役員を入れて受講者数名でした。とはいえ、コロナがあろうとなかろ

うと福祉オンブズの必要性には変わりはありません。毎週日曜日に役員が交代で携帯電話

を持ち、相談電話に応じる活動も続けています。相談数は多くありませんが、相談先の選

択肢として重要な役割があると自負しています。

　また、10 月から新しく調査研究活動として、2000 年の介護保険開始以来の岡山県内市

町村の福祉事業の実地指導の状況をアンケート方式で調査しています。福祉の需要も事業

者も増える中、市町村の関心は高く、現在 80 パーセント程度の回答率です。この結果を、

回答してくれた市町村のためにも、できるだけ早く公表したいと願っています。

　さらに３月７日は、視覚障害者福祉に長くかかわり、現在も国境を越えて支援を行って

いる、ヒカリカナタ基金理事長竹内昌彦さんを迎えて恒例の人権福祉講座を行います。ど

うぞご参加ください。

　私生活では、独立生活が難しくなった 90 歳の母が近所に引っ越してきました。当事者に

なって新しくわかることは多いですね。だからこそ、「当事者しかわからないよ」ではなく、

介護のプロと情報を共有して知恵を出し合い、よい福祉をめざすチームの当事者メンバー

として、努力中です。

　福祉に関心を持ち、よくしたいと願う会員の皆様にとって、今年がよい年になりますよ

うに！そして一日も早く、対面集合での研修でご一緒できますように。
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　第二講「地域でともに暮らすために
　　　   （支援者の立場から）」
　講師：松岡武司さん（社会福祉法人  倉敷市社会福祉
　　　　　協議会 地域福祉課主幹生活支援コーディネーター）

・それでは皆さん、おはようございます。キーワー
ドが、「地域で共に暮らすため」の話ができればと
思います。

１．社会福祉協議会と生活支援コーディネーター
　  について

・今、僕は社会福祉協議会というところで仕事をし
ています。生活支援コーディネーターって聞いたこ
とありますか？では、生活支援コーディネーターと
はなんぞや？ということも紹介したいと思います。

・いつも話をさせてもらっているときに自己紹介か

らさせていただいてます。出身は、九州の大分県で
す。宇佐市っていうところ出身でして、大分と言っ
たらだいたい別府とか、湯布院とか、温泉系が有
名なんですけども。宇佐市って聞いたことあります
か？そう、宇佐八幡宮。全国の八幡宮の総本山が
あると言われております。

・宇佐市ってお神輿 ( みこし ) 発祥だったりとか、
あとは唐揚げが有名だったりとか・・、あとは「宇
佐市」をローマ字表記してください。そう「USA」
です。これが地元の人間の大きな誇りなんです。宇
佐って USA だぜ！

・ちょっと主張しすぎて、本場に怒られたことがあ
ります。本場が宇佐の市長さんに言ってきました。

「USA は私たちのものです。USA を使わないでくだ
さい」そのときの宇佐の市長さんの回答が地域愛
です。「そもそも USA ができる 800 年前から宇佐、

　　　第 9 回福祉オンブズ相談員養成講座が行われました

　2020 年 11 月 22 日（日）と 11 月 29 日（日）の 2 日間、「第 9 回福祉オンブズ相談員養成講座」を

予定していました。

　前半日程は開催できましたが、後半は感染症急拡大の状況にかんがみ中止いたしました

　今回の前半（ベーシックコース）日程では、「福祉オンブズとは」に続く内容を一新し、地域でとも

に暮らすことをベースとした講座内容といたしました。

　今回の開催報告は講座編を中心にご報告いたします。なお、今回の養成講座については「令和 2 年度

人権啓発活動補助金事業」として岡山市より助成を受けております。

開催概要

　□ 1 日目：ベーシック（講義）コース

　第一講「福祉オンブズとは」　講師：藤井宏明さん（ 福山平成大学 福祉健康学部 福祉学科 准教授）

　第二講「地域でともに暮らすために（支援者の立場から）」

　　　　　講師：松岡武司さん（社会福祉法人倉敷市社会福祉協議会　地域福祉課　主幹生活支援コーディネーター）

　第三講「地域でともに暮らすために（地域住民・障害者の立場から）」

　　　　　講師：多田伸志さん（NPO 法人岡山マインド「こころ」代表理事）、

　　　　　　　　矢吹顕孝さん（当事者）

　第四講「行政の立場から」講師：花房恭子さん（元中央児童相談所長）

　以下に今回発登壇いただいた「第二講」「第三講」「第四講」の講座内容の一部を紹介します。

報告
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USA( ユーエスエー ) をやっとんじゃ！」そのときの
文献を送りつけて黙らした。これ本当かどうかわか
んないですけどそういった事件がありました。

・この間電車で、宇佐に帰りました。そのときに JR
宇佐駅の案内板を見たら、これ（スライドを示しな
がら）何に見えますか？星条旗に見えますよね？こ
れ、このまま使ったら問題じゃないの？と思ったん
ですけども、これを考えた宇佐の市役所の方、賢い
です。これは星条旗じゃないんですよ。拡大してみ
てください。これ、宇佐八幡宮なんです。これ「八
幡総本山宇佐八幡宮」って書いてあるんです。（笑）
地域愛ですね。

・自己紹介が長くなりました。なんでこんなお話し
からしたと言いますと、まさに地域に住んでいる住
民は、基本、自分の住んでいる場所が大好き。そこ
の地域が好きだし、長く住んでいるからこそ、ご近
所さんが大好き。だから、いろんな歴史のことも詳
しいし、特産を生み出しているし、ゆるキャラなん
かもどんどん生み出しています。

・実際に人間ってすごいなと思うのが、暮らしの中
にいろんな単位を持って生活をしています。日本人
だったりとか、岡山県人とか、僕は今日は倉敷から
来たんですけれども倉敷市民であったりとか、あと
は生活圏域・・小学校区とか、突きつめるとこの単
位っていうのは、家族とか個人とかになっていきま
す。これってだんだん自分の暮らしに近づいてきて
ます。近づけば近づくほど大事だなとか、守りたい
なとか、意識は強くなります。自分が住んでる地域
のために、大好きなご近所さんのために、自分と家
族の時間をちょっとよけてでも、大好きな地域のこ
とをしっかりと守って応援していこう。そういった
仲間、同族意識を持っているのは、人間特有の素
晴らしいところだなと思ってます。

・実はそういった地域愛と一緒に地域作りを応援す
るのが、僕たち生活支援コーディネーターの仕事と
言われております。生活支援コーディネーターって
職名が長いですよね。だから最近は略して SC と呼
ばれることが多くなってきました。

・僕は、生活支援コーディネーターを担当して 5 年
目になります。やっとこのSCの意味がわかりました。
C は、【coordinator】・・S は生活かなと思っていま
した。でもここだけ日本語っておかしいです。何か
なと思ったら、生活支援コーディネーターって別名
がありまして、「地域支えあい推進員」って名前が
ついています。支え合いっていうのを英語で表記す
ると、【S

サ ポ ー ト

upport  e
イ ー チ

ach  o
ア ザ ー

ther】お互いをサポートし
合う。つまり支え合いのコーディネートをするのが
生活支援コーディネーターの役割と言われていま
す。

・コーディネーターってゼロから作り上げていく仕
事よりかは、あるものを組み合わせて「いい感じに
する。」こっちの方がコーディネーターらしいかも
しれません。

・だから「地域支えあい推進員」っていうのは、地
域の今の状況をしっかりと把握することも大事だ
し、あとはその困っていること地域の課題をみんな
で助け合っていくための、いろんな資源を組み合わ
せて、いい感じにしていく、そういうのが主な仕事
になっています。

２．身近な地域で生きることつながること

・私たち生活支援コーディネーターが地域に出てい
くと宝物のような情報を教えてくださるんです。倉
敷市はその宝物情報を、自分たちだけじゃなくて、
もっともっと地域の方とか関係機関に広げていく必
要があるかなということで、その情報を「見える化」
しております。

・それもあって今日お配りしているのが、昨年度作っ
た地域の中で気軽に集まれる通いの場。その通い
の場のガイドブックです。大きな災害に合った真備
町だけれども、この真備町の中でも、やっぱり関係
性を生かしながら、いろんな取り組みがスタートを
してますよという事例集を作っています。こういっ
たのを「見える化」してますね。

・情報をしっかりと発信することも大事だし、あと
は地域の担い手さん・・・。最近地域の関係が希
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薄化しているとか、「困ってること」と「できること」
のマッチングが難しいという声もあります。ですが、
地域の中には「私、それならできるで」という優し
いおせっかいさんはたくさんおられるんです。そう
いった方々との出会いを大事にしながら、「したい」
と「できる」っていうのをしっかりと活躍に結び付
けていくのが大事。

・あとは、場作りがとても大事。だから人が集まる
居場所作りだったりとか、あとは地域の中で、夢を
実現するための作戦会議の場所、ここには必ず私た
ち生活支援コーディネーターは出るようにしており
ます。

・僕たち生活支援コーディネーターは、介護保険制
度の中で位置づけられた職員になります。介護保険
制度っていうのは、そのときの状況によって変わり
ます。特に今回生活支援コーディネーターとか、地
域包括ケアシステムとか、この辺りのイメージが出
始めたっていうのは、少し状況が変わってきたから
だと思います。

・地域の中での繋がりとか、地域の中のご近所づき
あい、自分で意識できる健康づくり、こういった地
域の力を高めていきながら、介護とか医療サービス
を組み合わせていく。これが大事かなという発想に
変わってきました。こういったことを応援するのも
生活支援コーディネーターの役割ですね。

・住民の方にこの質問をすると、ほぼ百発百中で同
じ答えが返ってくるくらいなんです。「皆さんが、
あなたらしくいられる場所はどこですか？」「皆さ
んが将来的に、どこで歳をとっていきたいですか？」
と聞くと、当たり前のことを聞くな、と住民の方は
叱ってくれます。「それはわしらがこれまでも住み
続けて、とにかく居心地が良い、住み慣れた地域だ」
とおっしゃいます。

・一言で言うと住み慣れた地域・・けど、これを深
掘りしていくと、その地域に何があるか？例えばそ
こには自分が落ちつく自宅がある。気心知れた仲間
がいてくれたりとか、なじみの関係性が広がってた
りとか、いつもそこにいると、誰かが待ってくれた

りするような居場所があったりとか。マイペースな
暮らしがそこにある方もいらっしゃいます。

・朝起きて犬の散歩に行くのが大好きな人がいると
します。そこで、毎日散歩をしていると必ずお馴染
みさんに出会う。いつもの挨拶をする。そこでまた
帰ってくる。そのあとのコーヒーがめちゃくちゃ美
味しい。同じような暮らしぶりなんだけれども、で
も、そこに自分の癒しがあって、自分の役割を感じ
る方もいらっしゃいます。

・多少できなくなったことがあったとしても、こう
いったいろんな自分の財産が詰まった住みなれた地
域で生き続けたいなっていうのは、おそらくみんな
が持っている当然尊重される権利かなと思います。
思い出もいっぱい詰まっていますしね。

・僕たちは社会福祉協議会、地域福祉を推進する団
体なんですけども、結局は福祉、福祉って言うけれ
ども、多分一人一人のめちゃくちゃ幸せって実現は
難しいかもしれない。でも、さっき言ったみたいに、
朝起きて、大好きなお散歩に行って、大好きな人と
出会って、お喋りをして、役割を見いだして、明日
も頑張っていこうかなって気持ちを持っていく。普
段の暮らしの幸せをしっかりと守って応援できるこ
とこそが福祉なのかなと思ってます。

・ただやっぱりこういう普段の暮らしの幸せをどん
だけ願っていても、支援が必要なときは必ず来ると
思います。でも、そういうときに支援が必要になっ
てきた。自分は地域で、これまで通りの暮らしをし
たいんじゃっていうイメージがあったとしても、な
かなか自分だけの力じゃ実現が難しくなってきま
す。じゃあ、どうしようかなと思いますよね。

・福祉っていうのは、普段の暮らしの幸せをしっか
り守ることかなと思っています。ただ、今一般的に
福祉のサービスっていうのは、デイサービスを利用
したりとか、ヘルパーさんに来てもらったりとか、
施設に入られたりとか・・・。

・例えば、一人暮らしのばあちゃんが家にいます。
家で寂しいなと思ってるときにはご近所さんが気に
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かけてくれます。「ばあちゃん、今度サロンがある
から一緒に行こうや」「そうか忘れとった、じゃあ
行こうかな」と、行って元気をもらって帰ってくる
とか、またそのばあちゃんが段々と自分でご飯が作
るのが大変だったら、買い物一緒に行ってあげよう
かとか、ご飯作りすぎたから持ってきたよ、とか、
そういったあまり意識してないけれども、見守り支
援とか、配食支援というのが地域の中で自然にでき
とったんです。

・でもあるときに、こういった福祉のサービスって
いうのが入ってきたときに、やっぱり本来そのばあ
ちゃんが願っていた。普段の暮らしの幸せがしっか
り守れるか言ったら、なかなかそうじゃない状況も
あるかなと思います。

・今までそういったおすそ分けをしていたメンバー
の人たちが、「あのおばあちゃんは毎週水曜日にデ
イサービスが入った。」「じゃあ、私達がしとった水
曜のサロンは、もうこのおばあちゃんには声をかけ
なくていいのかな」いうことで、地域との生活に距
離ができちゃう。私達がしていた声かけとか、おす
そ分けとか、ヘルパーさんでが来てくれたら、私達
の地域の住民のお互い様の支援というのは終わり
かな？という発想になっちゃいます。

・寂しい半面、ほっとするところもあるかもしれま
せん。でも、どっちかいうと、こういったオプショ
ンサービスを利用することによって、日常いつもの
マイペースっていうのが小っちゃくなってしまった
ら、本来の福祉っていうものは少し違ってくるのか
なと思います。

・実際にこれがどうしたらいいのかなって。やっぱ
り当然のことながら、みんなが元気で居続けること
は最高だよね。でもこの元気っていうのは個人だけ
じゃなくて、地域が元気である必要があります。

・目配り、気配り、心配りがあるような元気な地域・・・
元気をなくす方もいらっしゃいますので、それを地
域の繋がり合いの中で応援しあうこともすごい大
事。そしてさっき言ったみたいに、介護とか医療の
支援が必要な状態になったとしても、やっぱり居た

いのは住み慣れた地域ですから、そこと切り離せる
ことがないような仕組みを作っていくこともすごく
大事かなと思います。そういった発想のことを「地
域包括ケアシステム」と言っております。

・「地域包括ケアシステム」を分けて捉えるとこう
なります。地域っていうのは、暮らしの場所を指し
ます。みんなが住んで暮らしの場所を・・包括って
いうのは、みんなでとか、一緒にとか、まるごとと
いう意味になります。ケア・・これは横文字にしな
くても、支えあうとかね。システム・・つまり仕組み。
住み慣れた地域を応援するために、介護も医療も
しっかりと握手をしていきましょうということにな
ります。

・例え、介護のサービスを受けるにしても、地域の
風を感じ合いながら、サービスを受けましょう。そ
して元気を続けるためには、地域の中で居場所があ
る。地域の中で役割がある。地域の中で目配り気配
りをする。そういった介護予防と生活支援をしっか
りと地域の中の中で作っていくということが、生活
支援コーディネーターの仕事かなと思っています。

３．被災地での地域支援

・次は、被災地の状況です。2 年前（2018 年）、大
きい災害がありました。さっきお伝えした、住み慣
れた地域が何十年とかけて作り上げてきた宝物が、
一夜にして水の中に沈んでしまいました。今、復興
は進んでますけども、まだ住み慣れた地域に戻れて
いない方も多くいらっしゃいます。

・倉敷市の方では災害ボランティアセンターだった
りとか、今も個別訪問しながら相談を受ける支え合
いセンターだったりとか、あとは生活支援コーディ
ネーターもそれぞれ担当地域を持って地域支援に
入りました。

・「被災家屋」、「人に向けた支援」、「地域への支援」、
こういった三つの柱ですね。実際にやっぱり真備の
方々と話をすると、とても悔やんでいる方がとても
多いです。
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・真備で亡くなった方、51 名、そのほとんどは高
齢者でした。その中の 43 名は屋内で発見されまし
た。やっぱり足が不自由なじいちゃん、ばあちゃん
の方ですね。でもこのじいちゃん、ばあちゃんの願
いってやっぱり足が不自由でも、この地域で生きた
い。でも、そのときに、元々真備町って人との繋が
りの深い地域だったんですけれども、そのときに住
民の方が今でも悔やんでいるのが、「気づいてたの
に、助けに行けなかった。」その時はやっぱり「誰
かが助けに行ってるだろう」という発想なんですね。
でも結局は誰も助けに行っていなかった。

・中には知的障害があるお母さんと難聴の子どもさ
んという世帯がありました。この世帯は一番若い犠
牲者でした。その方々も地域と繋がってました。で
も結局は日頃の繋がりがこういった有事の際に機能
できなかったことをとても悔やんでいます。でも地
域はもちろん心強いもので、悔やんでいるんだけれ
ども、「次こそは」って言います。

・それ以外にも地域がすごいなと思うのは被災地の
中で、やっぱり気付く力、助けに行く力が備わって
いることです。地域の中で一人暮らしのおばあちゃ
んの状況を把握しているから、川が決壊するぞ、逃
げなきゃいけないぞってときに、ピンとこのばあ
ちゃんのことが思い浮かびました。で、すぐに連絡
を取って他にて一緒になって、避難することができ
ました。

・避難して 1 時間後に河が決壊して、このおばあちゃ
んの家は飲み込まれました。でも、このおばあちゃ
んは助かった。他にも呉妹（くれせ）って地域で
は、発生から二週間で地元の社会福祉協議会のメ
ンバーが集まって、こういうときだから集まらない
といけないじゃろっていうことで、一番早く学区を
あげてイベントを開催しました。で、そこで集まる
ことによって情報交換をすることによって、わしら
この町で待っとるから一時的に（町を）離れても帰っ
てきてよ、というメッセージを発信することができ
ました。

・岡田っていう地域も一番最初に公民館を片付けま
した。その公民館で片付けた場所は調理室・・な

んで調理室ですか？というと、ここでお湯を沸かし
てお茶をふるまったらみんな集まるじゃろうって、
これから復興するなかで繋がっていかないといけな
い、この辺の発想は、住民自らが持っている発想で
した。だから地域は強いんですね。

・水に浸かった真備町は、一時的にはなにもかもダ
メになったと思ったけど、でも地域のつながりはそ
こに残っていました。馴染みの関係や文化がそこに
ありました。だから今、真備っていう町もその様子
を見てきた倉敷って街も、これからに向けて支える
地域づくりをしていくための大事な要素を擁してい
ると思っています。

・だから今、真備の中って、被災した跡に地域の通
いの場が倍以上増えているんです。まだ、公民館
や集会所はできていないけれども、今だからこそ集
まらないといけないじゃろうって、自然体で家を開
放したりとか、軒先にみんなが集まったりしたりし
て自由な発想で住民同士が元気を分け合える場が
だんだんと増えて来ていますね。

・だからこそ繋がりってのは、真の備えのことかな・・
と、この災害は教えてくれました。

４．まとめ

・被災地はこんな感じで、「はい、集まりましょう」「は
い、お喋りをしましょう」では話が進みません。ご
はん食べながらとか、コーヒー飲みながらとか、な
がらの会話に自然体が詰まっています。

・ぜひ、今日みなさんに覚えて帰ってほしいのが、
このポイントかなと思っておりまして。これからみ
なさん相談業務をするにあたって、まずは困ってい
ること、本音がこぼれる場づくりが大事かなと思っ
ています。

・これは、気づき、気配りのプロ、地域の住民と協
働することはすごく大事かな、と思っています。そ
の中で、ご飯食べながら、コーヒーを飲みながら実
はこれ困っとるんじゃ聞いてえや、と本音がポロリ
とこぼれます。その時にすごい大事なのは、本音が
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こぼれる場づくりとその本音を取りこぼさないため
の受け皿の連携が要ることです。だからこそ、その
場所につながることによって、こぼれた「助けて」
をしっかりと支援することができます。

・「地域共生」を国は進めていますけれども、「我が
こと意識」って大事だよねと思います。自分のこと
とか、家族のことが「我がこと」の塊です。でも、
これが地域全体のことになると少しその意識は薄れ
てくるんですよね。でも、この間に仲間のこととか、
ご近所さんのこととか、大好きな人のことを考えて
いけると、このステップって登りやすいでのはない
かと思います。自分のこと家族のことを助けること
を一般に自助力といいますけれども、地域の中で助
け合うことを互助力といいます。でも、これは地域
が持っているパワーなんで、地域の自助力と言い換
えることができるかなと思います。こういった力を
意識しながら地域づくりの階段を進んでいくんです
よね。

・ただ、倉敷って大きい街なんです。やっぱり地域
の課題もさまざまで、この活動が正解ですよという
正解はなかなか見出しにくいです。でも、今地域で
進めているのは、支え合いの一村一品運動、自分
が住んでいる町にこういった活動があるよ、という
のを評価して、見せることが大事かなと思います。

・そうすることで一個一個の活動は様々だけれども、
ちょっと離れてみると倉敷の中で一つの絵ができて
いるな、というのが倉敷版の「地域包括ケアシステ
ム」かな、と思っています。

　第三講「地域でともに暮らすために
           （地域住民・障害者の立場から）」
　講師：多田伸志さん（NPO 法人岡山マインド「こ
　　　  ころ」代表理事）、矢吹顕孝さん（当事者）

多田：本日はお呼びいただきましてありがとうござ
います。2 年と 4 か月前（2018 年 7 月 7 日）に僕
らの街は一回泥水に沈みまして街中が大変な苦労
をするんですけど、その時に大勢のボランティアの
皆さんが駆けつけてくださって、泥掻きをしてくだ

さったり義援金や支援物資を届けてくださったり色
んな形で助けていただきました。僕たちは恩返しの
つもりもありますし、まずはありがとうございます
と伝えさせていただいています。本当にありがとう
ございましたこれからもよろしくお願いします。今
日は、僕らが発災前にどういう事をしながら街の中
で暮らしてきたか、災害を体験してどう思いながら
どうやって生きてきたか少しお話しできたらと思い
ます。

矢吹：NPO 法人岡山マインドこころ、矢吹と言い
ます。僕は憑依妄想の当事者です。( 症状が出る )
こんな僕ですが、受け入れてくれて、応援してくれ
て、活躍できる場を与えてくれた方々の良さが伝え
られたらいいなと思います。

多田：困った事や失敗がいっぱいあるんですが今日
は「隠さない」をテーマで、災害経験をお話してい
きます。真備町にはまきび病院という精神科の病院
があります。ここは閉鎖病棟という鍵のかかる病棟
がない精神科病院で、日本でもここだけじゃないか
と思う、実は変な病院です。

１．NPO 法人　岡山マインド「こころ」

多田：この病院（まきび病院）の中で 23 年ほど拾っ
ていただいて、育てていただいた、母のような病院
です。この病院の中で色々やってきて矢吹さんとも
出会うんですけど、病院の中でできる事はやっぱり
限られていますから、ここで出会った人たちと一緒
に街へ出ようと作ったのが僕たちの NPO です。

・2002 年に NPO 法人を作るんですけど「僕ら精神
の病を抱えているけど、福祉サービスを利用する側
だけじゃなくて、ないものを自分らで作ろうや。地
域へ出よう」という方針で作った NPO です。です
から活動も会議も当事者がやりますし、写真も映像
もすぐホームページに載せる。「プライバシーもご
ざいません」というところで始まっとるもんですか
ら、どこで写真を撮られてるか分からない。（笑い）

・2011 年、東北大震災の年ですが、その年の 5 月
に地ビールの醸造所とグループホーム事業を始め
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ます。来年（2021 年）5 月で 10 年を迎えるんで
すけど、地ビール醸造所の裏に最初のグループホー
ムがあります。

・これを始めた理由は・・・病院の中に長くいる中
で病気はほぼほぼ治っているのに家に帰れないって
方が大勢おられます。何十年も離れていると、家族
も離れているのが当たり前になってしまって、今更
帰ってきても困るとか。あるいは家族の方もみんな
亡くなられて、家はあっても迎えてくれる人がいな
い。アパート借りるにしても保証人がおらんという
ので社会的入院が大勢おられるのを知っていました
から。グループホームをつくって街の中で暮らすこ
とで、それを街の人に見てもらって、精神科病院と
いう鍵がかかった鉄格子の箱で、どんな恐ろしい人
たちがいるのか分からんというのを、（そのように
思われている人たちを）外へ出したいと思っていま
した。

・NPO を初めて 3 年目かな ? 町内で家を買ってグ
ループホームにしようと地域の中で説明会をした
ら、反対運動がおきちゃって「お前の家の隣でやれ」
とかだいぶ怒られた経験があって。

・まきび病院が全開放で 30 年間、患者が外を散歩
したり、買い物行ったりというのが風景になってい
る中でも、グループホームという形であっても精神
障害者が住むというのは、地域の人たちには怖い事
なんだと。

・僕らは良い事をしてるつもりでしたから「なんで
そんな事を言うんですか」って悔しかったんですけ
ど、後でよく考えると、地域の人たちが怖いのって
当たり前やなと。僕自身が病院と家の行き来しかし
てなくて、地域の人が多田という人間を知らない。
知らない人間がいきなり来てグループホーム作らせ
てくださいと言っても、地域の人たちに信頼しても
らえないだなぁと・・・。

・自分が社会復帰できてない。社会復帰できてない
人間が利用者さんを外へ出そうとしている、これ
じゃうまくいかないよねって事で、僕らは地域の溝
掃除とか、花壇の手入れとか、当事者の人たちと一
緒に出るように変えたんです。

多田：2011 年、この醸造所の裏に立ち上げる時に
は反対運動起きませんでした。当事者の皆さんが
顔を外へ出してくれたからなんです「変ちくりんな
奴らじゃけど、悪い奴じゃねえな」って地域の方ちゃ
んと見てくれてたって思います。それと地ビール醸
造所というのが目立ちますから、カモフラージュに
なったというのもありまして、なんとか地域の中に
着陸することができました。

・グループホームの中ではこんな感じで ( 写真を示
しながら ) 共同生活しながら同じ釜の飯を食うてい
くんです。醸造所ではこうやって( 写真を提示 )200L
のステンレスのドラム缶のような容器に一回ごとに
仕込んでビールを作っていくんです。僕はもう醸造
にはかかわっていなくて当事者がされていて、イベ
ントなんかも彼らが行ってされています。

・障害者就労継続支援事業所 A 型とか B 型とか、
国からの補助金をもらって給付金で訓練をするとい
う事業所にあえてせず、酒税を払い、補助金をもら
わずにやろうというので、何とかやっています。ビー
ルが思いのほか面白かったんで街のみなさんがか
わいがってくれて、ここに写っているシオちゃんな
んかは ( 写真を提示 ) 一般には ADHD（注意欠如多
動性障害）なんて言われ方ですが僕らは「マシン
ガントークのシオちゃん」て呼んでて ( 笑 )、不安
になったら泡吹きながらしゃべる。彼がホール主任
で「ご注文、何ですか ?」て訊いて「ビール一杯と
枝豆、だけですね ?」て言うんで「だけって言うな
お客さんに !( 笑 )」そんなんですけどシオちゃん計
算は完璧なんで「お代 1250 円です、お大事に～」
なんて言って「ここは病院じゃねえ ( 笑 )」て突っ
込む。こういうキャラなもんでお客さんからすごく
可愛がられて、街のみなさんが週末呑みに来てくだ
さって、4 時から 6 時まではグループホームのみん
なが呑みに来て、そうしとる内に仕事後の街の人が
混じってきて一緒に呑んで帰っていく、そんな素敵
な場所が出来てきました。
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２．「テーブルまび（真備地区自立支援協議会）」
　   を 10 年続けた

多田：あと「テーブルまび」ていう自立支援協議会
があって、これも自分らで作ろうやって 2007 年か
ら始めて 10 年間続きました。

※障害者自立支援法等の一部改正により、平成 24
年 4 月から法定化された（自立支援）協議会は、
地域の関係者が集まり、個別の相談支援の事例を
通じて明らかになった地域の課題を共有し、その課
題を踏まえて、地域のサービス基盤の整備を着実
に進めていく役割を担っている
厚生労働省資料より

・始めた経緯は、このカトウくんという人が ( 写真
を提示 ) バリバリのアスペルガー症候群で、自分の
状況を客観的に伝える能力がすごくて、自分の生き
づらさしんどさを全部教えてくれるんです。そうす
ると「親を殴った事がある」とか「家に火をつけた
事がある」、「ジュラルミンの盾に囲まれた事がある」
とか、人前ではあまり言えないような事を仲間内だ
けで語り合いを始められるんです。

・それが広がっていって「地域の人と一緒にやろう
よ」って始まったのが「テーブルまび」・・。それ
を自立支援協議会にして、困っている人が集まって
きて「自分のことをカミングアウトすりゃいいじゃ
ん」って、月 1 回ずつ続いてきました。

・これがあったおかげで、西日本豪雨で街が沈むん
ですけど、その後、真備連絡会っていう、真備地区
関係機関事業所等連絡会はここから生まれてくるん
ですわ。精神障害者が語り合っていた会に高齢者

（分野の事業所等）やらが入ってきて「みんなで一
緒にテーブル囲もうよ」っていうのが出来てました。
だから発災した後も、この仲間たちがドロドロで大
変だったんですけれども、動き始めることができま
した。

・それからこの地域活動支援センターⅢ型っていう。
昔でいうところの小規模作業所というところです。

今みたいに、障害者自立支援法になってから A 型
とか、B 型とか、訓練をするサービス事業所がたく
さんできました。

地域活動支援センターの目的
障害者等を通わせ、地域の実情に応じ、創作的活
動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促
進等の便宜を供与する地域活動支援センターの機
能を充実強化し、もって障害者等の地域生活支援
の促進を図ることを目的とする。

・それまで、地域の中には小規模作業所 ( 授産施設 )
しかなかった時代の古い制度・・・小規模作業所
の制度ですが、実は倉敷市は新設できたんです。

・おそらく岡山市では、もうできないと思うんです
が、倉敷市はこの制度そのまま残していました。こ
の制度の優秀なのは、補助金額は障害者自立支援
法の 1/3 ぐらいなんですが、何をしてもいい・何
をしなくてもいい。当事者がやりたい事をやる、大
儀いからやりたくないというのができる。スタッフ
も、当事者がなれてシェアできるし最低賃金をとれ
る。今日は俺、明日はお前、明後日はワタシという
持ち回りでスタッフをやれる。「今日しんどいから
ドタキャンするわ」「じゃ代わるわ」という風に作
業所の運営ができる。

・今日の講演会も作業所の事業として来ていて、謝
礼を作業所の工賃として入れて、みんながそれぞ
れの役割を担うためにもそんな風に色々シェアして
います。

			   ～中略～

・まちづくり推進協議会が毎週火曜日にお弁当を配
られているのが「配り手が高齢者になってきたんで
何とかならんじゃろうか」という話があって「じゃ
あ、やりましょうか」って始めたものです。

矢吹：見守りも兼ねているんで、安否確認もしなが
ら回っています。

多田：（スライドを示しながら）この写真の方が偉
大なる歌姫で・・・、精神科病院でもどうする事も
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できなくて、保護治療室という鉄格子の部屋に月の
半分ぐらい・・・帰る家がなくなっちゃって・・大
切に育てられた一人娘なんですけど両親が相次い
で亡くなられて、待ってくれる人がいなくなってし
まって。それで治るものも治らなくなっちゃって・・
長期入院になっていってしまいました。（そんな人
だったんですけれども）それを「出ようや、マイン
ド（「こころ」）へおいで」って来てもらってきて、
今や偉大なカリスマですよ。

・倉敷神経科病院というところに行く事ができまし
て、閉鎖病棟のロビーで音楽界をやります。マイク
とスピーカーと歌本とギターを持ち込んで「何か歌
いませんか」って言って。

・最初はそれこそ、看護師さんに無理やり連れてこ
られて下を向いて座っている（入院患者さんたち）
を、後ろから看護師さんたちが取り囲んで・・「何
が始まるんだろう」って雰囲気から始まったんです
けど、今は月に 2 回ぐらい通い続けて、患者さんが
だんだん手を挙げてくれるようになって歌ってくれ
るようになって・・・「天城越えっ」とか（笑）・・・「お
名前は ?」っていつも訊くんですけど「島倉千代子」
とか「アラン＝ドロン」とか懐かしい名前が出てく
るんですね。

・だんだん本名を名乗ってくれるようになるんです
けど。帰りがけには、その中の初老の男性が一人
近づいてきて「来てくれてありがとうな、こんな所
へ来てくれるのはお前らぐらいやからな。また来て
な、また来てな。これ今日のお土産」って渡された
紙に「岡山マインド殿　日本刀 3 棹、金 500 両」
( 笑 )「これを帰りに事務長からもらって帰りよ」っ
て、その紙が何十枚もたまってくるんですけど、・・・
後ろのほうで硬い顔をしていた看護師さんもキャッ
キャッと言ってくれるようになったり・・するよう
な会になっていくんですけど。

・そうこうしている内に、この病院で 25 ～ 40 名入
院患者の中から 5 名うちのグループホームへ来て
くれるようになりました。この病院のすごいのは「マ
インドさん見てみたい」って人を全員・・・鉄格子
の中に入っているような人までマインドに連れてき

てくれた。

・この病院は、入院 5 年以上の方の 3 割 (2 年前の
数字 ) が退院していかれました。でも僕ら「退院し
ませんか」なんて一度も言わないですね、行って
自己紹介して歌を歌うだけなんですけど。外の暮ら
しの写真をスライドショーでひたすら流しながら歌
う、それだけなんですけど。

３．2018 年 7 月 7 日（土）　西日本豪雨　
  　  私たちの町、真備町は泥水に沈んだ

多田：グループホームも街の中で一緒に暮らす、こ
れが 8 か所ぐらいになりました。そして 2 年前、
水に沈むことになる。

矢吹：僕は 2 階の部分に住んでいて、前日に放送
で何か言ってるのは分かったんですが、薬を飲む
と眠くなってしまって、目が覚めたらもうかなり水
が来ていてやばいなって事で多田さんに連絡したら

「泳いで逃げろ」って。ベランダで 4 時間ほど待っ
てたんですけどとっても寒かった記憶が残っていま
す。10 時間ほどして消防署のゴムボートで多田さ
ん達が来てくれて、避難した後まきび病院に行くん
です。お風呂に入れてもらってその温かさ、食べさ
せてもらってありがたかった。

多田：まきび病院がなかったら・・・。避難所になっ
た小学校の体育館には 500 人を受け入れるはずが
2000 人が押し寄せました。行きの道路は大渋滞で
車は動かないし、その中避難物資も届かない、戦
場のような様子。在宅の要援護の人たちも空きの所
へ送られて行って、はじき出されて別の場所へ行っ
てっていう、ひどい状態だったんですけど、僕らは
最初からまきび病院へ逃げることができたから・・・。

矢吹：僕らは声が出てしまう時があるから、憑依妄
想があって声が勝手に出てしまうことがあるから、
そういうことでトラブルにならないようにするため
に、僕らが逃げれる場所がまきび病院があったとい
うのが大きかった。

多田：前日から避難勧告・指示が出ていて、携帯が
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ポポーン！ポポポポーンと鳴り響いて、「多田さん
どうする」って連絡ももらってて、ハザードマップ
では当たり前に浸かるエリアでありながら、どうせ
来ないだろうと思って避難の指示を出さなかった判
断ミスをしてしまいました。8 名の方をそんな町中
に取り残してしまいました。

・うちのビール工場から川に向かう辺りに水が見え
て、「（水が）来てる！」そこからグループホーム本
部にいる人に声かけて「みんな車に乗れ！」ってワ
ゴン車に 10 人かな・・それだけ載せてまきび病院
へ連れて行って「入院させてもらって !」て頼んで
トンボ帰りして戻ったらもう水が来ていました。

・（写真を提示）二階の窓から二人見えてるんです
けど排煙窓だから出られない。そこへ行って壁を壊
して、僕ら 3 人はこの建物の屋根の上で 7 時間救
助を待ちました。池の中から家の屋根が生えてるよ
うな風景でしたが、その水が引いた跡は声が出ませ
んでした。全てがドロドロで…皆さんが暮らしてき
た大切なもの、思い出や暮らしがドロドロで全部廃
棄しないといけないようになってしまって・・・。

・その時僕らは病院に 3 週間いたんですが、時々様
子を見てきて街の様子報告して「どうする ?」て言っ
てたんですけど皆「帰りたい」って早い時期に言っ
てたね

矢吹：町全体がつらいときだったけど、人と人のつ
ながりが深くなったんだなと感じていて・・マイン
ドってバックアップもあったけど、普段からつきあ
いができてたから、街に戻ってきて何かできないか
なって思った。

多田：僕らが泥掻きしてる中で、彼らは丘の上の病
院から見てて思った事があるって・・。

矢吹：負い目とまで言わなくても、みんながんばっ
てる中で何もできてない時、役に立つことできない
かなって。

多田：僕らだってできるよって。鬱の時は何もでき
ないんですけど、できる時はやる。チャンスを与え

てくれる街だったんですよね。街の人が喜んでくれ
て顔も覚えてもらって、とてもうれしかった。それ
が原動力になって街コン続けられた。今コロナで中
止してるんですけど。

・よかれと思って僕はみんなに避難してもらって、
その間に泥掻きしてたんだけど、矢吹さんの言葉
で印象深かったのは「一緒に泥掻きしたかった」っ
ての。あれを聞いたときに、俺間違ってたんだっ
て、何故あの苦労をみんなで共有させないようにし
ちゃったんだろうって悔やまれる。そんな事もあり
ながら、町の人たちを迎えていく・・最初は地ビー
ルと歌、途中から街コン…街コンて実は若い人が結
ばれる出会いの場だったらしいです ( 笑 ) 知らなく
て（笑）。

・被災して 2 か月ぐらい、医療・福祉の方の任意の
集まりの真備連絡会で集まったら、真備の仲間たち
はみんなドロドロでした。事業所も皆全滅して何と
か復旧しようとしてる最中だったんです。で俺らも
大変だけど、当事者や利用者の人はもっと大変で、
何をしたらいいかって話をして、私たちは 11 月 1
日に「お互いさまセンターまび」という移動支援を
始めるセンターを作りました。

・真備は・・発災した後、街の中で借りられる家が
一軒もなくなっちゃったんで、全部町外・・倉敷市
内、岡山、笠岡・・・12 市町村へコミュニティが
ばらばらになりました。どこへ誰が住んでいるかも
まったく分からない。そんな中で例えば、足の悪い
高齢者がアパートの 2 階の一部屋に住んでいて・・
その人は持病をお持ちで 2 週間に一度は川崎医大
へ通院しないとけない・・・こんな人のために移動
支援を始めました。

・倉敷市に、こういう風にしてほしい・・今度は避
難要援護者の人たちが取り残されないような町にし
ようやって、医療福祉の利用者さんや家族からアン
ケートを取って、それをまとめて倉敷市に届けまし
た。・・・こんな勉強会をやったり。

矢吹：僕らの体験が少しでも真備のために役に立つ
なら話をしましょうといって、災害の時にこういう
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　第四講「行政の立場から」
　講師：花房恭子さん ( 元中央児童相談所長 )

・花房です。行政の立場からってお題なんですけれ
ど、自分を福祉労働者だと思っております。私がな
んで福祉の仕事を選んだのかをまずお話ししたい
と思います。

・例えば・・児童養護施設とか里親さんとこで育つ
子どもたちというのは、・・・ライフストーリーワー
ク・・・っ言って・・私がまだ在籍していた時から
やられてたんですけれど・・小さい時に乳児院に行っ
たとか、里親さんに預けられたとか、自分の生きて
きた歴史が欠落していて、施設の中から（自分の人
生が始まる）って、そんなことになるのでその辺を
しっかりと振り返っていく、・・児童相談所の職員
が聞いたことを元に振り返りながら、自分のライフ
ストーリーを作っていく・・そういうことを言って
いるので、私を形作っている・・生まれてから育っ
ていく中で、こういう仕事を選び、今に至るのかな
あと言うところでちょっとお話します。

１．私の履歴書

・私は成羽の出身で、昔の川上郡で現在高梁市なん
ですけれど、高校までいました。うちは散髪屋だっ
たので結構いろんな人が出入りしていて、父ってな
んか皆さんに好かれてるっていうか、お金持ちでも
ないんですけど他人の相談を受けたり、散髪屋って
いろんな人が集まるところでしたね、学歴のある人
も生活に困っている人とかも。

・成羽の街が好きで、地域の中で愛されながら大き
くなったのが自分を形作ったってすごく思っていま
す。高校生の頃に読売新聞で一番ヶ瀬康子先生が
福祉のことを連載していて・・、この先生の下で勉
強したいと思って日本女子大学に入りました。

・ちょうどその頃、当時田中角栄さんが列島改造論
をやっていて、私が卒論に選んだのが、成羽のちょっ
と奥の備中橋、西山地区という所があるんですけ
ど・・列島改造論をやるって言っていて出来なかっ
たところなんですけど・・軽井沢みたいな構想で丸

事があって、これからこういう事が必要だろうとい
う話をしまして、街の人がちゃんと準備をして聴い
てくれた。

多田：被災した障害者にどういう苦労があったり、
語り部として伝えていこうというので始められたの
を、街のみなさんが是非聴こうと言ってくれたんで
す。

・真備はそういう、矢吹さんたちが日ごろから隠さ
ずコミュニケーションをとって来られたから。僕以
上に街のみなさんからも頼りにされてる。真備の街
は 10 何年かけて、やっとそういう風になってきた
のかなと。

・今僕たちは、当事者の皆さんと一緒に、次に災害
が起きた時、要援護の人たちはいつ誰とどこへどう
やって避難するのか、この４つを決めておかないと
命が守れないという体験をしました。

・51 名の方の命が水害で失われ、その内 42 名は要
援護といわれる人たちでした。水はゆっくり上がっ
てくるので逃げる時間は充分あったはずなのに逃げ
なかった・・僕も逃げなかった。その中で知的障害
を抱えた親子が水に飲まれたり、寝たきりのおじい
ちゃんのいる夫妻の命が水に飲まれたりしました。
そうならないようにするには、今言った、いつ、だ
れと、どこへ、どうやって逃げるか？これをとにか
くみんなで作ろうよということを、真備連絡会の中
で話をして、やってた。とにかくマイタイムライン
を一人一人作らないと守れない。でも、コロナの中
で逃げる場所が無くなっちゃって・・町のみんなの
知恵を借りながら、「また、うちの 2 階に逃げてい
いよ」とか・・こういう形で一人一人を守っていく
しかないよね、と言いながらやってます。

矢吹：僕ら精神疾患を持ってる人間は、しんどい時
はほんとにしんどいので少しずつにさせてほしいん
ですけど、最初からできんと思っちゃうのもわかる
んだけど。（真備は）難しい事もさせてくれたりす
る場がある街なんです。優しさだけでなく思いやり
のある真備、分かってくれる街。お互いがすり寄っ
ていって、もっといい街になったらいいなと思いま
した。
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紅が入って開発しようとしたけど結局頓挫して何に
も残さないまま終わった地域なんです。住民の方
に調査をお願いして、皆さんがどう思われているの
か？っていうのを卒論にしたんでした。

・ゼミの先生から雑誌の編集をしないかって誘って
くださったんですけれども、一人っ子だったので、
それを断って岡山に帰ってきました。

・岡山県は行政職採用でなくて昔から福祉職採用っ
ていうことで・・珍しいんですね。いろんなところ
に行っても、行政職の人が福祉職のところにいるん
ですけど、岡山は嬉しいことに福祉職採用をしてく
れているので、福祉の学校で学んだ事が活かせま
した。

・最初が岡山県総合社会福祉センター・・・知的障
害児・者の施設や身体障害者の施設もあって、そ
の中の知的障害者施設へ配属になりました。最初の
4 年間は本当に重労働、とっても重度の方たちばっ
かりで。子ども達と一緒に生活して当然夜勤もある
し早出遅出いろんなシフトがある中でした。
・汚い話かもしれないんですけれど一日中子どもの
お尻を洗うのが仕事でした。でも思い返すと大事な
ことじゃないかと。（入職後に職場に意見して）子
どもたちの排尿排便表とか作って・・・入ったばっ
かりで生意気ですよね ( 笑 )。子どもたちがどんな
間隔で尿をするか、どういう時に便が出るのかとか、
そんなことを一生懸命していた 4 年間だったような
気がします。

・その頃は今ほどてんかんのお薬とか良くなくて・・・
医療って進んでて今はお薬でコントロールできるよ
うになったけれど、重度棟にいたとき大きな発作を
起こす子もいたりとか・・・重積発作がくるとか・・
夜勤の日にそんな発作のときがあったりすると、（症
状の）記録をとりながら（発作がおさまるのを）待っ
た経験もありました。

重積発作・・・てんかん発作のうち「発作がある程
度の長さ以上続くか、または、短い発作の場合でも
くり返し起こって、その間の意識の回復がないもの」
と定義される。

・命を預かってるわけですから命の大切さというの
が、この 4 年間が、私の基礎を作ったと思います。

・そのあと同じ知的障害児施設なんですけど、一般
棟 ( 中軽度棟 )、障害の軽い子たちの所で 6 年。こ
の間に私子ども 2 人産んで 2 年間育休が取れまし
た。私が出産する 1 ～ 2 年前から育児休業が取れ
だして・・・、養護学校の義務化が昭和 54 年（1979
年）で、それまで施設の中に学校があって、そこに
通う方式から大きく変わりました。

・そこから同じセンターの相談部に異動しました。
知的障害者更生相談所、身体障害者更生相談所、
女性相談所・・当時は婦人相談所と言っていたん
ですけど、その 3 つを一緒にしたところを相談部と
呼んでいて・・そこに 4 年間いました。

・私は一応女性相談所に所属しながら知的障害者や
身体障害者にも相談にも乗るという、職員数を減
らしたかったんでしょうが兼務でおいてもらえまし
た。ここでの経験っていうのがすごく大きくて・・
後年には児童相談所が主なんですけど、そこでの
仕事に役立ってありがたかったなと思います。

・そのあと中央児童相談所へ異動します。この時期
は不登校・・当時は登校拒否って言ってたんですけ
ど、長期欠席 ( 長欠 ) とか学校に行かない子どもた
ちが出てきたり、学校が荒れていて。シンナーして
る子がすごい多いとか。今はシンナーなんて言葉み
んな知らないと思います。

・ちょうどそのころ岡山が発祥でメンタルフレン
ドっていう制度ができて、学校に行けない子どもた
ちに大学生のお兄さんお姉さんをお友だちにって
派遣する事業で、これは岡山が発祥で、岡山から国
が予算化して、どこもメンタルフレンド制度ってで
きていきました。

【参考】
「ふれあい心の友訪問援助・保護者交流事業」
児童相談所の児童福祉司やコーディネーター（児
童相談所 OB やひきこもりの子どもをもっていた親）
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等の指導の下、学生等のボランティア（メンタルフ
レンド）がひきこもりの児童の家庭等を訪問し、当
該児童とのふれあいを通じて、児童の福祉の向上
を図る。
ひきこもり関連施策
平成 25 年 5 月 厚生労働省

・やっぱりあの、子どもたちにとっては・・・、私
たち児童相談所の職員が対応するんですけど、学
生のお姉さんとかお兄さんが、それぞれのマッチン
グをしながらいっしょに遊んでもらったりとか家庭
訪問なんかもしてくれるような方たちもいたし、歳
が近いしより親しくなったり、自分の悩みを打ち明
けられたりとか良い活動活動だったなぁと思いま
す。

・このとき児相が初めてで、みなさん電話相談をさ
れていてそうだと思うんですけど・・、電話相談っ
ていうの怖かったです。電話で話を聞くのがとても
大変だと思いながら、先輩たちの対応を見よう見ま
ねというか勉強した 3 年間だったと思っています。

・その後、県庁で保育行政を担当させてもらいまし
た、児童とか女性相談所っていう部署なんですけ
れど、保育を担当して保育所のいろんな先生たちを
知ったっていうのは、またこれ次の仕事に活きたん
ですけれども。

・次に倉敷の児相に行って平成 8 年（1996 年）か
ら 10 年在籍します。児童虐待防止法ができるのが
平成 12 年（2000 年）、虐待事例がすごく出始めた
時だったし、虐待の統計も取り始めた時じゃなかっ
たかなと思います。

・その時のケースを一つご紹介しますと、厳しい性
的虐待 ( 性虐 ) を受けた子、小学校 3 か 4 年に会う
ことになりまして、弁護士さん、調査官に相談して
医師も当然お願いしないといけないし、先生や地域
の方たちにもネットを組んでいただいた時がありま
した。継父からの性虐だったのですよね。歳の離れ
たお姉ちゃんが実父といて、そこへ遊びに行ったと
きに、たまたまぽろっとそういう話があったと、実
父が相談に来てくれたんですね。

・お父さんは他県に住んでいたんですけれども、そ
の子の住んでいる地元の福祉事務所のほうに相談
に行ったけど「ウチじゃない」みたいに言われて・・
諦めずにうまく私たちの児相に来てくれて・・・そ
の時すごく切羽詰まったものを感じて、その時はま
だ児童福祉司だったので、その当時の課長とかに交
渉してすぐ動いて、学校でその子に会わせてもらい
ました。

・話を聞いたら、ほんとに激しい性虐を受けていた
んですね。当日は継父が遅番だからってすぐ家庭訪
問したら、ちょうど、お母さんが離婚届を役所へ出
しに行ったって・・お母さんも精神的に参ってらし
てて・・・、結局は別れなかったんで本気だったの
かわからないんですけれど、私が運転する児童相
談所の車でその子と家に行ったら、お母さんがちょ
うど帰ってきて、家に入った途端に間違いなく性的
な虐待あるなって思いました。・・・その時に女性
相談所の経験があったこともありお母さんも一緒に
保護したんです。お母さんを置いておくとこれは絶
対にダメだなと思って、上司に電話して、すぐにお
母さんも一緒に保護させてくれって伝えて。お母さ
んを保護しないと、絶対に勝ち目はないなと思いま
した。この件は調査官にも骨を折ってもらって、・・
親権喪失とか・・いろんなことをしながら・・警察
にも行って。

・平成 10 年（1998 年）12 月に岡山県総合社会福
祉センターがショートステイでお預かりしていた幼
児さんがセンターを出て行方不明になった事件が
ありました。センターの裏に川があってそこを探し
たりとか、何日も何日も捜索したんですが・・・年
明かな、遺体で発見されたんです。ショートステイ
でお預かりしたお子様を・・・本当にもうあっては
ならない事だったんです。私まだ児相 3 年目でこれ
からいろんな仕事ができるかなと思っていたら、・・・
福祉センターに帰らされました。

・裁判になるしセンターも大変なんで、現場を守ら
ないといけないというのもあったんでしょうけど、
センターにまた戻って 5 年仕事をすることになりま
した。私たちが頑張らないとここはいけないよねっ
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ていう仲間たちが結構いたので頑張れました。絶
対事故を起こさないことも大事だし、きちんと子ど
もたちの人権を守ると言うのも一番大事。命を守ら
ないといけないので緊張した仕事だったんですけれ
ど、充実した感じはあったかな。

・岡山県総合社会福祉センターですが、社会福祉法
人旭川荘へ委託されるんですね・・平成 15 年（2003
年）。私、最後の 1 年だけ残りました。何人か県か
らの出向で残ったんですけど・・私も 1 年残って「旭
川荘がちゃんとやってくれるのか」って・・・私た
ちのやった事を本当にしてくれるのかって気がし
て。旭川荘の職員というかたちで 1 年残りました。

・知的障害児施設の頃に、玉島学園って県の養護施
設が民間へ委託され、私がいた知的障害児施設も
旭川荘に委託され・・。倉敷児相にいた時に津島
児童学院・・情緒障害児短期治療施設と言いまし
たが、今は児童心理治療施設と言いますが、ここ
が旭川荘に委託されるということで、県の施設とし
て残っているのが県立成徳学校だけみたいな形に
なっていました。

・旭川を終えて、それからまた倉敷の児相に帰りま
した。この頃一番、毎日毎日、児童虐待…もうほん
とに毎日毎日よくもってくらい相談があって、子ど
もを置きに来たりする人もいて…でも子どもを置き
に来てくれるのはありがたいんですよね、「もう面
倒見られない」って連れてくる位の親ならまだあり
がたくて、在宅で支援しながらなんてことができる。
そういう関係になるとありがたいんですけど、なか
なか困難なケースも色々あったように思います。

・倉敷に帰って平成17 年（2005年）、18 年（2006 年）
と 2 年間、水島エリアを担当しまして、そこで記憶
に残っているのが、小学生で女の子に悪戯をした男
の子がいたんですね。被害者は知的障害学級の子
だったんですけどそこの親御さんが事件にしないと
言って・・、それだと触法にもならないんですね。
でも、「ここは叱っとかんといけまぁ」と警察の課
長さんが「警察でしっかり叱るから、その後、児相
で相談に乗ってくれるか？」って言ってくれて「そ
れはもう今やっとかないと、放っておくと絶対いろ

んな事をやります」ってそうしてもらいました。そ
ういう関わり方っていうのかな、面倒だからしなく
てもいいわけじゃないですか。警察も頑張るけど、
やっぱり私たちも頑張らないといけない、そういう
関係ができることってすごく大事、有難かったか
なぁと思っています。

・最後に中央児相に転勤して終わりなんですけど、
大事にしてたのが子どもの意見をしっかり聞くって
言う事なんですよね。さっきの性的虐待の事もそう
なんですけれど、子どもがしっかり発信することを
聞いていくことから、始まらないといけないなぁと、
すごく思っていました。

・お母さんの再婚で実父と離れている男児が、継父
に暴力を受けたりして相談して来た時に、私に「先
生、刺青にも良い刺青と悪い刺青があるじゃろう」っ
て言うんですよ、どういう意味なのかなぁと思った
ら実父も刺青を入れていたらしくて、継父も入れて
いるんですって、そんなん見ることないですよね。
実父はとても優しい人だったので良い刺青で、継父
は悪い刺青なんだと。「そっか、そうなんだぁ」と。

２．職を通して感じたこと

・一人ひとりの相談て、当事者を取り巻く・・私は「人
的環境」って呼んでいるんですけど、いかに作って
いくかっていうのがものすごく大事、例えば福祉事
務所でも、みんながみんな私の人的環境作りに役
立つわけではなくて・・、失礼な話にはなるんです
けど、誰がこの子の相談にとって大事なのかな？・・
と考えていました。

・保健師さんで思い出しました。私、水島を担当し
た時に、まだ赤ちゃんを産んだばかりのお母さんで、
パニックを起こしてしまう人で、保健師の人も困っ
ていて、どういうふうに対応したらいいのかな、と
いうことで話をしていたんですね。私は家庭訪問を
していて、お母さんと仲良くなっていたんですけど、
ある日お話をしていたら、私が「午後から〇〇だよ
ね？」って言ったら、お母さんが「ゴゴってなに？」っ
て言ったんですよね。そのお母さんは、「午前」「午
後」がわからなかった、私は相談を受ける者として、
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その人がわかってるって言うふうに思っちゃいけな
いなってすごく感じました。

・だから本当にわかる言葉で噛み砕いて話してあげ
る。保健師さんに、そのお母さんのことを話して、「・・
だから、そういうスタンスで話をしてやってよ」と、

「パニックになるというけど、難しいことを言うと
お母さんはわかってないと思うよ」そのお母さんの
実家は、岡山市内だったんで、でも頼れる親がいた
みたいで、その親のもとで子育てをします、ってこ
とになったみたいで、それでうまくいったかなぁ。

・地域の人たちの力を貸してもらうこともよくあっ
て、民生委員さんとかですね。隣に住んでいるおば
ちゃんとかが結構その家庭を知っていて下さるとか
で、頼める方でしたらちょっと見守りお願いしたり
するようなこともよくありました。

・非行の子どもたちって言われる子たちと関わって
きたんですけど、その子たちと話をしてる時に、昼

（過ぎ）から学校に行くなんて子結構いるんですね。
「昼から行けるんなら、朝から行けばいいじゃん」
て言うと「給食費を納めてないから、（朝から行って、
給食時間を迎えると）先生に嫌味言われる。」とか
言うんで、・・子どもの方が気を遣って・・・学校
給食を無料にしたら学校に行ける子が増えるんじゃ
ないかと、真剣に思ったことがあったりしました。

・今、子ども食堂とか一生懸命してくださってて、
それはそれで大事なんだけど、給食費の無償化を
推進してくだされば、もっと子どもが学校に行きや
すくなるんじゃないかと。先生の負担も減るし、家
族の負担も減るし、子どもたちもその方がいいん
じゃないかと思って・・・。

３．相談に応じる者として、私の大切にしてき
　　たこと

・「私がいないとこの人はどうにも出来ないんだ」っ
ていう風に言いたがる人も中には居たような気が
するんですけどそうじゃないと、私はそうじゃない
とずっと思っていました。「私は太いパイプになら
ず、細くてもしなやかなパイプになる」って言うん

だけど、いろんな人にも関わってもらわないと、も
しかして今日の帰りに死ぬかもしれないじゃないで
すか、私が何にもできなくなったらどうするんです
かってことになると思うんで・・助けることができ
る人をいっぱい作っておくことが、対象となる人た
ちにとって大事なことなんだなぁと思っていて・・
私が忙しくしていたら周りの人が動いて、周りが忙
しかったら私が頑張ればいいんだし・・そういう姿
勢っているのが相談を受ける者としては、周りの
力を貸してもらうことがすごく大事なんじゃないか
なって思いました。福祉の現場にいて力の見せ所っ
て、人の力を借りることだと思っていました。

・そのためには、自分自身の生活も大事にしないと
いけないとすごく思います。福祉だけが私の仕事、
私の全て・・・じゃ良い仕事はできないと。だから
結構小説読むのが好きで、読んで自分の気持ちを
穏やかにするっていうか・・。学校の先生たちから「あ
なたどうしてそんな強いん？」って言われるんです
よね。「強くはないですよ、家に帰って缶ビールを
パチンってした瞬間に切り替えるんです」とかなん
とか言ってたんですけど（笑）。

・私は児童相談所の児童福祉司ってソーシャルワー
カーなんですけど、そんなでもないと（この仕事は）
できないって思ってました。「自分の生活を大事に
する」じゃなくて、「自分の生活も大事にする」じゃ
ないと、私たちが関わる人たちを大事にできないん
じゃないかって、感じてました。
・私は、本当は日本文学を勉強したかったんですね。
大学のときに日本文学の授業も取れたんで、とった
んですね。忘れもしない熊坂敦子先生と言って、足
がご不自由だったんですけど。三島由紀夫の恋人っ
て言われていた人なんですよね。印象に残っている
ことがあって、「人生はいつも二股・・常にどちら
かの道を選ばないといけない」そのときに文学って
いうのは、どっちの道を選ぶかっていうときに役に
立つんだっていうことを言ってたんですね。他の人
生を知れる・・小説は。人の人生を知る意味ではと
ても役に立つんだってことを話されていて。

・電話の相談って、本当に苦しいものと思うんです
けれども、そこで解決するというよりは、次に繋ぐ
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　今回は、ベーシックコースの一部を紹介しました。今回は、2 日目の「相談援助の理論」・「相

談援助の技術」（堀川涼子さん（美作大学生活科学部社会福祉学科　教授））、「事例検討会①」・

「事例検討会②」（藤井宏明さん（福山平成大学福祉健康学部福祉学科　准教授））はコロナ

感染症拡大により、中止となりましたが、例年通り充実した内容の時間を過ごすことができ

ました。

							       　文章・要約：藤井宏明・藤本統久

ということ、そこで協働する・・これが大事なんじゃ
ないかなと思います。

・平成 24 年（2012 年）3 月に退職して、孫の子
守と母の介護が終わった時に、ちょうど児童福祉を
ずっとしてた方とか小児神経科の先生とかに誘われ
て「はばたけ未来の私」って立ち上げたんです。立
ち上げたのが平成 30 年（2018 年）の 5 月なんで
すけど・・・、この年にある児童養護施設の子ども
が岡山大学に合格したんですね。

・今まで養護施設の子どもたちって・・大学に進学
する子もだんだん出てきてたんですけど・・、ほん
とに借金地獄というか、返済しないといけない奨学
金ですと、ほんとに大変なんですよね。甘くない世
界で・・・。

・私たちができる事を少しでもしようかって始めた
のが、この活動だったんです。この活動を始めて見
えてくる事がいっぱいありました。私は知的障害者
施設で長いこと働いていて、高等部を卒業すると自
立していかないといけないので・・、それこそ後見
人がついているような子どもたちがいたりと・・一
般就労している子もいますので。

・知的障害の施設って、就職する前にお料理一緒に
したり、弁当作りの実習してたんです。でも、児童
養護施設って、案外そういうのをしてないんですね。
そういうことがこの活動を通してわかって。今、食
育のワークショップをしてるんですけど、食事のイ
メージが貧困なんですね。

・お家で育っていると・・白いご飯が炊けて、お味
噌汁を作るところから始める・・、そこで、「何を作っ

てみたいですか」って尋ねると、「ラーメン」なん
ですよラーメン。それもインスタントの上にお野菜
とかお肉を炒めて載せる位なら家で作るラーメンで
しょうけど、いやいや本格的に出汁をとってとか・・・
それじゃ生活できないですよね。あとお金の管理が
まったくできない。経済管理っていうのも今回ワー
クショップしたんですけど、給料もらったらどうい
う風に使っていくのかって。

・児童養護施設の子って本当に残念ながら…私たち
が相談を受ける子たちは全くお金の管理ができな
いし、金儲けみたいな話に安易に乗って、すごい借
金したりとか。

・私たちは活動で色々わかってきて、やり残した事
かなと思い始めています。本当に辛いですよね、助
けてくれる人もほとんどいないんですね、家族との
縁も切れてたりとか。そういうのもあって県の児童
相談所は、施設を使わずに家庭の在宅で頑張らす
とか、里親さんにお願いするとか・・・大きな施設
を使わない方向へ舵を切り始めて、全国的にそうだ
と思うんです。ただ養護施設も使わないといけない
場合も当然あるわけで、本当に体制を変えていかな
いとこの子達ダメになっちゃうな・・と、今、少し
ずつですけど支援をしているところです。

・何も考えなくても自由に大学に入れたりが最善な
んでしょうけど、なかなかそうはいかないし、私た
ち大学に行かせる事だけが目的ではなくて、生活を
どう支援していくかってことの方が大事なので。離
れた所にいる子が帰ってきた時に会ったりとか、出
身施設の先生が応援に行ったりとか、こういう活動
を通して少しでも子どもたちの支援ができればいい
かなぁと思っています。
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リレーコラム
第 20 回

被災して想うこと

	 	 	 	 	 　　 多田　伸志（NPO 法人岡山マインド「こころ」代表理事）

　2018 年 7 月西日本豪雨災害で倉敷市真備町

は泥水に沈みました。あれから 2 年半、私たち

は多くの方々のご支援のおかげで、もう一度ま

ちの中で暮らせるようになりました。屋根の上

で救助を待った 10 時間、あのドロドロのまちか

ら、ゆっくりと起き上がれています。

　私たち NPO 法人岡山マインド「こころ」は

2002 年に設立、精神障害当事者が正会員の三

分の二、約 20 名が活動の中心を担う NPO 法人

です。NPO 法人を設立して 18 年近く、地域へ

の「土着」を目指して活動を続けてこれたのは、

地域の暮らしの中にずっと「隠さない」当事者

の営みがあったからです。

　法人を設立して間のない頃、私たちは地元の

空き家でグループホームを作ろうとして反対運

動に遭いました。「お前の家のとなりでやれ」と

言われました。当たり前です、私自身が地域の

人と交われていない、『社会復帰』していなかっ

たのですから。

　そこから私たちは地域の溝掃除や花壇の植替

え、行事にもみんなと一緒に参加し始めました。

「『変』なやつらじゃけど悪いやつらじゃない」、

　今回のリレーコラムは、NPO 法人岡山マインド「こころ」代表の多田伸志さんです。多田さんは、

今年度の福祉オンブズ相談員養成講座でも講師をしていただきました。多田さんたち岡山マイ

ンド「こころ」の拠点は、あのとき大災害に遭った真備町です。

　今回は、多田さんたちのこれまでの活動や生き方を振り返るエッセーをお寄せいただきました。

地域に根差そうと奮闘された日々、それに被災した地域に馳せる思いを書いていただきました。

よければ、真備竹林麦酒醸造所のビールもご賞味ください！

そう思ってもらえたらと。

　2011 年 5 月、小さな地ビール醸造所「真備

竹林麦酒醸造所」とビアホール、そしてグルー

プホームを立ち上げました。反対運動は起こり

ませんでした。私と奥さん以外は全員精神障害

当事者が働く地ビール部門は、あえて補助金を

もらわない事業（就労継続支援 A 型や B 型など

にせず）にしました。週末の午後 4 時に開店す

る小さなビアホールには、マインドの当事者が

集い一杯飲み、そのうち 6 時頃から地元の方々

が一緒に飲み始める。そんな風景が当たり前に

なりました。

　被災して、まちの人たちがいなくなりました。

私たちはみんなで「帰ってきてください、待っ

ています」と、一年間、毎月「地ビールと音楽

の夕べ」を開き続けました。まちのみなさんが「あ

りがとう、ビール！」と言ってくださいました。

　私たちのまちは多くの物を失い、心に痛手を

負い、さまざまな分断の渦中です。でもいただ

いたものも沢山あります。新しいまちづくりを

するチャンス、「お互いさま」を続けていこうと

思います。
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特定非営利活動（NPO）法人　福祉オンブズおかやま　

第 8回定時総会について

　平素は弊法人活動に多大なる高配を賜り深く感謝申し上げます。

　本年も特定非営利活動（NPO）法人としての定時総会を下記の日程にて行います。

会員のみなさまには、ご多忙中恐れ入りますがご協力を賜りたく存じます。

　昨年度は新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から「書面表決書」による方式を

取らせていただきました。現時点では可能な限り平年通り対面方式にて開催したいと

考えております。しかし状況は刻々変化しており、4 月の会報送付の時期に改めて開

催方法につきお知らせをいたします。

　現在確定している内容につき、以下ご確認ください。書面表決でも対面でも、定款

に基づき、総会成立のため一定数の参加者が必要です。４月のご案内の後，定時総会

への参加あるいは意思表明いただけますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

記

	 日時：2021 年 5 月 30 日（日）10 時 00 分～ 12 時 40 分

　　　　　　　　　　　　・定時総会　10 時 00 分～ 11 時 00 分

　　　　　　　　　　　　・記念講演　11 時 10 分～ 12 時 40 分

	 場所：きらめきプラザ内ゆうあいセンター研修室

	 記念講演：糸山智栄さん（特定非営利活動法人フードバンク岡山　理事長）

　　　　※講演内容は調整中です。

	 議案：

		  1.　2020 年度　活動報告

		  2.　2020 年度　決算

		  3.　2021 年度活動方針案

		  4.　2021 年度　予算案

											           以上
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　NPO 法人 福祉オンブズおかやま 2020 年度 人権・福祉講座の案内

『私の歩んだ道  ー  見えないから見えたもの』
	 講　師：竹内　昌彦 先生（認定NPO法人　ヒカリカナタ基金理事長）

	 日　時：2021 年 3 月 7 日（日）10 時～ 11 時 30 分
	 場　所：きらめきプラザ内  ゆうあいセンター研修室
	 　	 　　〒 700-0807　岡山市北区南方 2 丁目 13 番 1 号　
	 参加費：500 円（当日会場にて現金でお支払いください）
	 定　員：20 名（会場内の過密を避けるため厳守）
	 ※完全予約制です。予約済でも当日の体調に不調がある場合、ご出席を控えていただきますようお願いいたします。
	 ※マスク着用等各自でできる感染対策をお願いいたします。

　コロナ禍の中、心配な日々を過ごされていることと思います。ですが、そのような時だからこそ、

元気を忘れてはいけないように思います。今回は岡山から世界へ向け、視覚障害のある子どもた

ちへの援助を続けておられる竹内昌彦先生（認定 NPO 法人　ヒカリカナタ基金理事長）にお話を

していただきます。

　著書や映画でご存じの方も多いことと思います。現在、新型コロナ感染拡大のため海外に直接

出向くことができませんが、これまでにモンゴル、キルギス、ネパール、ミャンマー…多くの国々

で眼病の子どもたちへの支援を続けてこられました。その行動力と明るさは人を惹きつけてやみ

ません。コロナ禍の中でも希望を持って生きる勇気を分かち合いましょう。　

【講師略歴】
1945 年…父親の赴任先中国天津で生まれる
1958 年…網膜剥離により失明
1968 年…東京教育大学盲学校教員養成課程卒業
1968 年…岡山県立岡山盲学校教諭
1999 年…同校高等部教頭
2005 年…退職

申込方法：事前に当団体宛て電話（下記受付時間帯に注意）・FAX・メールにてご予約ください。

　FAX：086-244-0120（FAX 専用ダイヤル）

　E-mail：f.ombuds.okayama@gmail.com

　・FAX・メールの場合は、必要事項（①氏名・②住所・③電話番号・④ E メールアドレス（ある場合）・

　 ⑤当法人の会員か非会員か）を記入の上、当団体にご送付ください。

・電話の場合は、毎週日曜日 10 ～ 15 時の間のみ受付

　TEL：080-2885 － 4322（相談ダイヤル兼）

　※申込締切：定員になり次第締め切りとさせていただきます。

現在…	 NPO 法人　ヒカリカナタ基金理事長
	 （2020 年 7 月より認定 NPO 法人に移行）
　　　　社会福祉法人　岡山ライトハウス理事長
　　　　社会福祉法人　岡山県視覚障害者協会副会長
著書…	「病理学概論」（教科書）　
　　　	「見えないから見えたもの」（自分史）
　　　	「船長の粋な話」（エッセー）　ほか


